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（2）令和２年９月　　第７６号 甲府市農業委員会だより

会
　
長　
　
　

     

西
名
　
武
洋

会
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
　

柿
嶋
　
　
敦

　
　
　
　
　
　
　

米
山
夫
佐
子

北
ブ
ロ
ッ
ク
長　

   

末
木
　
瑞
夫

中
ブ
ロ
ッ
ク
長　

   

島
　
　
建

南
ブ
ロ
ッ
ク
長　

   

土
屋
三
千
雄

運
営
委
員　
　
　

   

山
村
　
忠
弘

　
　
　
　
　
　
　

關
野
　
　
登

　
　
　
　
　
　
　

小
澤
　
　
博

委  
員  

長　
　
　

 

佐
々
木
茂
隆

副
委
員
長　
　
　

 

植
田
　
　
泰

　
　
　
　　
　
　

 

萩
原
　
　
斉

運
営
委
員　
　
　

   

山
本
　
俊
一

　
　
　
　
　
　
　

二
宮
　
茂
德

　
　
　
　
　
　
　

長
田
　

季

　

農
業
委
員
会
は
「
農
業
委
員
」

と

「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
」
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

●�

農
地
に
関
す
る
賃
借･

売
買

･

転
用
の
許
可
等
の
審
議

●�

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
関
す
る
指
針
の
策
定

●�

毎
月
の
総
会
・
各
種
会
議
へ

の
出
席
及
び
現
地
調
査

●��

農
地
利
用
の
最
適
化
の
た
め

の
現
場
活
動

　

・�

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
の

集
積
・
集
約
化

　

・�

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止

解
消

　

・�

新
規
就
農
者
、
企
業
参
入

等
の
指
導

・
助
言

●�

各
種
会
議
へ
の
出
席

（
総
会
、

委
員
会
等
）

　

農
業
者
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
終
身
年
金
で

あ
り
、
掛
け
捨
て
部
分
が
あ
り

ま
せ
ん
。
申
し
込
み
は
お
近
く
の

Ｊ
Ａ
窓
口
へ

　

甲
府
市
農
業
委
員
会

　
　

℡�

（２
３
７
）
５
８
９
２

　

こ
れ
ま
で
営
々
と
築
き
上
げ
て

こ
ら
れ
た
地
域
の
農
業
・
農
地
の

こ
れ
か
ら
を
地
域
の
皆
さ
ん
で
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
の
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
中
心
に
集
落
ご
と
に

話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

甲
府
市
農
政
課　

　
　

℡

（２
９
８
）
４
８
３
３

第
24
期
農
業
委
員
会

新
し
い
農
業
委
員
紹
介

農
業
委
員
の
主
な
仕
事

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
主
な
仕
事

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

　
作
成
す
る
た
め
の

　
話
し
合
い
へ
の
参
加
を

第
２
期
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
府
市
農
業
委
員
会  

会
長

　
　
　	

　
西
　
名
　
武
　
洋
　

　

こ
の
度
、
市
長
の
任
命
に
よ
り
第
24
期
農
業
委
員
が
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
農
業
委
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
会
長
職

に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
特
に
昨
今
の
農
業
を
取
り
ま
く
状

況
は
毎
年
の
よ
う
に
起
る
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
や
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
経
済
活
動
の
低
迷
に
よ
る
農
産

物
の
販
売
不
振
が
加
わ
り
、
厳
し
さ
は
増
加
の
傾
向
で
あ
り
ま

す
。
農
業
委
員
会
の
使
命
は
農
地
法
の
遵
守
の
も
と
、
農
地
利

用
の
最
適
化
に
よ
り
、
農
業
と
農
地
そ
し
て
農
家
の
生
活
を
守

り
、
農
業
の
再
生
と
活
性
化
を
進
め
る
こ
と
で
す
。
幸
い
に
も

本
市
で
は
一
昨
年
甲
府
市
農
業
振
興
計
画
が
県
下
で
初
め
て
策

定
さ
れ
、
本
市
農
業
の
明
確
な
指
針
と
な
っ
て
お
り
、
従
来
か

ら
あ
る
農
地
銀
行
制
度
の
充
実
化
と
伴
い
、
そ
の
推
進
力
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
就
農
者
の
高
齢
化
と
減
少
そ
れ
に
伴
う

耕
作
放
棄
地
、
遊
休
農
地
の
増
加
も
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
を

抑
止
す
る
た
め
に
、
現
場
で
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
、
地
域
の
中
核
農
家
へ
の
農
地
の
流
動
化
と
、
新

し
い
担
い
手
の
創
出
、
育
成
、
支
援
を
強
力
に
進
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
、
集
落
の
農
業
の
将
来
図
で
あ
る

「人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
策
定
の
実
現
と
、
本
市
農
業
の
振
興
と
発
展
に
委
員
一
丸
と

な
り
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
関
係
各

位
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
委
員
を

代
表
し
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

   
農
業
委
員
会
を
代
表
し
て



（3） 甲府市農業委員会だより 令和２年９月　　第７６号

千代田

末
す え き

木　瑞
み ず お

夫
ＴＥＬ２６９－５３６０

相川

山
やまむら

村　忠
ただひろ

弘
ＴＥＬ２５１－００４２

里垣

矢
や ざ き

﨑　正
まさかつ

勝
ＴＥＬ２３５－２１５３

甲運

小
こ ま つ

松　芳
よしひこ

彦
ＴＥＬ２３５－８６８４

千塚・池田・貢川

池
い け だ

田　哲
てつろう

郎
ＴＥＬ２５３－２３８１

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

玉諸

田
た な か

中　由
ゆ み

美
ＴＥＬ２２８－５９８８

玉諸

落
おちあい

合　洋
よ う こ

子
ＴＥＬ２３５－５６５８

玉諸

雨
あめみや

宮　洋
ひろふみ

文
ＴＥＬ２３２－０７５７

山城

西
に し な

名　武
たけひろ

洋
ＴＥＬ２４１－３５２８

山城

關
せ き の

野　　登
のぼる

ＴＥＬ２４１－４２０８

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

白井

土
つ ち や

屋三
み ち お

千雄
ＴＥＬ２６６－４１９９

上曽根

小
お ざ わ

澤　　博
ひろし

ＴＥＬ２６６－２２４８

下曽根

後
ご と う

藤　良
よしひと

仁
ＴＥＬ２６６－３１０１

右左口・上九

柿
かきしま

嶋　　敦
あつし

ＴＥＬ２６６－４０００

滝川

渡
わたなべ

邉　初
は つ お

男
ＴＥＬ２６６－３４７５

下向山

塚
つ か だ

田　泰
やすひで

英
ＴＥＬ２６６－３９３６

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

千代田

植
う え だ

田　　泰
やすし

ＴＥＬ２５１－８６５９

相川

山
やまもと

本　光
みつのぶ

信
ＴＥＬ２５３－８４２５

里垣

平
ひらさわ

澤　友
ともよし

良
ＴＥＬ２３５－０８９０

甲運

山
やまもと

本　俊
しゅんいち

一
ＴＥＬ２３３－９４９３

甲運

杉
すぎはら

原　正
まさよし

芳
ＴＥＬ２３５－０９１５

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

玉諸

松
ま つ き

木　正
まさはる

治
ＴＥＬ２３５－３７８１

玉諸

小
こ い け

池　　厚
あつし

ＴＥＬ２３３－５２７１

山城

萩
はぎはら

原　　斉
ひとし

ＴＥＬ２４１－３３２２

山城

二
にのみや

宮　茂
しげのり

德
ＴＥＬ２４１－４６３８

山城

大
おおもり

森　由
よしひこ

彦
ＴＥＬ２４１－２９９６

山城

佐
さ の

野　　満
みつる

ＴＥＬ２４１－２０９１

大里

齊
さいとう

藤　藤
ふ じ お

雄
ＴＥＬ２４１－６７７２

中道北

金
かねまる

丸　輝
て る お

男
ＴＥＬ２６６－２８５４

中道北

若
わ か お

尾　忠
ただあき

昭
ＴＥＬ２６６－２２６４

中道北

亀
か め い

井　　智
さとし

ＴＥＬ２６６－２５９２

中道南・上九

佐
さ さ き

々木茂
しげたか

隆
ＴＥＬ２６６－３１８３

中道南・上九

池
い け や

谷　幸
ゆ き お

男
ＴＥＬ２６６－３５５０

中道南・上九

長
お さ だ

田　茂
し げ き

季
ＴＥＬ２６６－２５５８

第24期 甲府市農業委員 第2期 甲府市農地利用最適化推進委員
農 業 委 員

農地利用最適化推進委員

北ブロック

北ブロック

中ブロック

南ブロック

南ブロック

中ブロック

山城

越
こしいし

石　和
かずあき

昭
ＴＥＬ２４１－２７５３

山城

米
よねやま

山夫
ふ さ こ

佐子
ＴＥＬ２４１－２１７６

大里・国母
きくしま

島　　建
たつる

ＴＥＬ２４１－２７５９
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第
14
期
農
地
銀
行
推
進
員
が
、

令
和
２
年
７
月
31
日
か
ら
３
年

間
の
任
期
で
、
次
の
と
お
り
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
担
当
地
区
の
農
地
銀
行

推
進
員
に
は
、
農
地
の
結
び
付

き
活
動
に
ご
尽
力
を
頂
い
て
い

ま
す
。

第
14
期
農
地
銀
行
推
進
員

敬
称
略

（町
名
等
）

��

里
垣
地
区��

　
平
澤
　
友
良

（東
光
寺
）

　
矢
𥔎
　
正
勝

（善
光
寺
）

　
貴
家
　
栄
一

（酒
折
）

�

甲
運
地
区�

　
山
本
　
俊
一

（
横
根
）

　
高
山
　
　
洋

（
横
根
）

　
市
川
　
雅
文

（
横
根
）

　
丸
山
弘
太
郎

（
横
根
）

　
杉
原
　
正
芳

（桜
井
）

　
埴
原
　
久
徳

（桜
井
）

　
堀
井
　
公
雄

（川
田
）

　
望
月
　
典
雄

（川
田
）

　
小
松
　
芳
彦

（和
戸
）

　
寉
田
　
　
勝

（和
戸
）

�

相
川
地
区�

　
保
坂
　
敬
夫

（上
積
翠
寺
）

　
中
澤
　
好
吉

（下
積
翠
寺
）

　
山
本
　
光
信

（古
府
中
）

　
山
村
　
忠
弘

（塚
原
）

�
千
代
田
地
区�

　
神
宮
司
幸
弘

（上
帯
那
）

　
末
木
　
瑞
夫

（下
帯
那
）

　
植
田
　
　
泰

（平
瀬
）

�

玉
諸
地
区�

�

　
輿
水
　
昭
洋

（蓬
沢
）

　
松
木
　
正
治

（蓬
沢
）

　
萩
原
　
靖
彦

（西
高
橋
）

　
鷹
野
　
一
郎

（七
沢
）

　
雨
宮
　
洋
文

（上
阿
原
）

　
藤
巻
　
秀
明

（上
阿
原
）

　
小
池
　
　
厚

（向
）

　
落
合
　
洋
子

（国
玉
）

　
田
中
　
由
美

（国
玉
）

　
東
福
寺
富
士
夫

（里
吉
）

�

大
鎌
田
地
区�

　
向
井
　
公
雄

（宮
原
・
堀
之
内
）

　
石
原
　
啓
太

（
高
室
）

�

二
川
地
区�

　

島
　
　
建

（大
津
）

　
齊
藤
　
藤
雄

（西
下
条
）

�

山
城
地
区�

　
内
藤
　
邦
雄

（下
小
河
原
）

　
關
野
　
　
登

（上
）

　
京
嶋
　
　
哲

（上
）

　
萩
原
　
　
斉

（増
坪
）

　
石
原
　
正
章

（増
坪
）

　
松
木
　
紀
一

（小
瀬
）

　
越
石
　
和
昭

（上
今
井
）

　
米
倉
　
　
賢

（上
今
井
）

　
市
村
　
秀
俊

（下
鍛
冶
屋
）

　
米
山
夫
佐
子

（落
合
）

　
大
森
　
由
彦

（落
合
）

　
西
名
　
武
洋

（西
油
川
）

　
佐
野
　
　
満

（下
今
井
）

　
向
山
　
章
夫

（小
曲
）

　
二
宮
　
茂
德
（中
）

　
久
保
島
　
平

（東
下
条
）

�

中
道
北
地
区�

　
土
屋
三
千
雄

（白
井
）

　
金
丸
　
輝
男

（白
井
）

　
若
尾
　
忠
昭

（上
曽
根
・
中
村
）

　
小
澤
　
　
博

（上
曽
根
・
下
区
）

　
亀
井
　
　
智

（下
曽
根
・
東
）

　
後
藤
　
良
仁

（下
曽
根
・
中
）

　
山
本
　
　
一

（下
曽
根
・
西
）

�

中
道
南
地
区�

　
伊
藤
　
常
夫

（右
左
口
・
上
宿
）

　
長
塚
　
吉
夫

（右
左
口
・
中
宿
）

　
佐
々
木
茂
隆

（右
左
口
・
下
宿
）

　
柿
嶋
　
　
敦

（右
左
口
・
七
覚
）

　
渡
邉
　
初
男

（心
経
寺
）

　
池
谷
　
幸
男

（中
畑
）

　
飯
寄
　
裕
志

（上
向
山
）

　
塚
田
　
泰
英

（下
向
山
・
佐
久
）

　
長
田
　

季

（下
向
山
・
松
本
）

�

上
九
一
色
地
区�

　
志
村
　
幹
夫

（梯
）

 

山
梨
み
ら
い
農
業
協
同
組
合 

　
清
水
　
道
生

（玉
諸
支
店
）

　
三
科
　
政
義（甲

運
経
済
セ
ン
タ
ー
）

　
深
沢
　
孝
文（

ア
ル
プ
ス
通
り
支
店
）

　
長
田
　
直
樹

（千
塚
支
店
）

　
望
月
　
　
潤

（二
川
支
店
）

　
楠
間
　
　
亘

（山
城
支
店
）

 

笛
吹
農
業
協
同
組
合 

　
末
木
　
隆
一

（中
道
北
支
所
）

　
小
林
　
明
美

（中
道
南
支
所
）

　
農
地
銀
行
の
農
地
貸
借
は
、

期
限
が
来
れ
ば
耕
作
権
が
発
生

す
る
こ
と
な
く
、
農
地
は
貸
し

手
に
返
っ
て
き
ま
す
。

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

に
基
づ
く
正
式
な
貸
借
な
の
で

安
心
で
す
。

�
・
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地

�

・�

借
り
手
の
農
業
従
事
日
数
が

年
間
150
日
以
上

�

・�

借
り
手
は
借
り
る
農
地
を
含

め
て
20
ａ
以
上

（
宮
本
・
能

泉
・
上
九
地
区
は
10
ａ
以
上
）

耕
作
し
て
い
る
こ
と

　
耕
作
地
50
ａ
以
上

（
宮
本
・

能
泉
・
上
九
地
区
は
40
ａ
以
上
）

に
な
る
認
定
農
業
者
又
は
耕
作

地
20
ａ
以
上
に
な
る
認
定
新
規

就
農
者
が
農
地
を
借
り
る
場
合
、

借
り
手
に
奨
励
金
が
出
ま
す
。

　
認
定
新
規
就
農
者

（
認
定
さ

れ
て
３
年
以
内
の
方
）
に
農
地
を

貸
し
た
場
合
、
貸
し
手

（
農
地

所
有
者
）
に
奨
励
金
が
出
ま
す
。

【10
ａ
当
た
り
の
奨
励
金
額
】

　
期
間
３
年
以
上
６
年
未
満

　
　
青
地
　
１
５
，
０
０
０
円

　
　
白
地
　
１
０
，
０
０
０
円

　
期
間
６
年
以
上

　
　
青
地
　
３
０
，
０
０
０
円

　
　
白
地
　
２
０
，
０
０
０
円

　
　   

農
地
銀
行
推
進
員

　
　
　
　
　
新
体
制
に
つ
い
て

第
14
期

特
　
徴

要
　
件

奨
励
金
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令
和
元
年
10
月
16
日
に
農
業

委
員
会
が
甲
府
市
へ
提
出
し
た

農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
に

対
し
て
、
令
和
2
年
4
月
28
日

に
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
甲
府
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

か
ら
、
集
客
を
伴
う
農
産
物
の

Ｐ
Ｒ
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
も
の

の
、
Ｊ
Ａ
や
農
産
物
直
売
所
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
通
信

販
売
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
来

店
に
よ
ら
な
い
新
た
な
販
路
を

確
保
し
、
販
売
の
促
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
収
束
後
に
は
、
メ

デ
ィ
ア
へ
の
働
き
か
け
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
に
よ
り

「
甲
府
ブ
ラ
ン
ド
」

の
積
極
的
な
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

担
い
手
の
住
居
の
確
保
に

つ
い
て

　
新
規
就
農
希
望
者
の
本
市
へ

の
参
入
に
際
し
、
生
活
拠
点
と

な
る
住
居
の
確
保
は
、
安
定
し

た
営
農
を
継
続
す
る
た
め
に
も

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
き

家
対
策
課
と
連
携
し
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
窓
口
に
お
い
て
、
空

き
家
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、

住
宅
課
と
も
連
携
を
図
る
中
で
、

市
営
住
宅
の
情
報
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
空
き
家
に
係
る
住
環

境
の
整
備
支
援
や
市
営
住
宅
等

の
家
賃
補
助
に
つ
い
て
は
、
費
用

対
効
果
を
踏
ま
え
る
中
で
、
他

都
市
の
取
組
状
況
等
の
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

独
自
の
就
農
訓
練
（
研
修
）

制
度
に
つ
い
て

　
新
規
就
農
者
の
農
業
生
産
技

術
力
や
経
営
能
力
の
向
上
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
外
先
進
経
営

体
へ
の
視
察
研
修
や
経
営
能
力

向
上
講
演
会
、
税
務
研
修
会

等
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
Ｊ
Ａ
、

県
普
及
セ
ン
タ
ー
、
金
融
機
関

等
の
各
分
野
の
専
門
家
で
構
成

す
る

「
担
い
手
ア
ク
シ
ョ
ン
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
に
お
い
て
、
新

規
就
農
者
が
抱
え
る
就
農
直
後

の

「
技
術
」
「
農
地
」
「
資
金
」

な
ど
に
係
る
諸
課
題
の
解
決
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
就
農

定
着
を
推
進
す
る
た
め
、
関
係

機
関
と
連
携
す
る
中
で
、
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
強
化
や
研
修
内
容
等

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
情
報
の
充
実
に
つ
い
て

　
農
業
情
報
の
充
実
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

窓
口
に
お
い
て
、
本
市
の
主
力

と
な
る
農
作
物
や
そ
の
栽
培
に

適
し
た
農
地
の
情
報
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
農
業
セ
ン
タ
ー

の
圃
場
で
実
施
し
て
い
る
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
の
栽
培
試
験

の
結
果
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
栽
培

状
況
並
び
に
各
種
技
術
講
習
会

の
内
容
な
ど
を
公
開
す
る
た
め
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
、
新

た
に
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を
開
設
し
、

新
規
就
農
者
の
方
々
へ
の
情
報

提
供
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
各

試
験
研
究
機
関
や
Ｊ
Ａ
等
と
連

携
す
る
と
も
に
、
最
先
端
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ)

を
活
用
す
る
中
で
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
適
し
た
農
作

物
の
情
報
収
集
や
そ
の
栽
培
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備
に
努
め
、
農

業
情
報
の
充
実
・
発
信
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

鳥
獣
害
対
策
の
充
実
に
つ

い
て

　
野
生
鳥
獣
の
侵
入
防
止
柵
の

設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

千
代
田
地
区
に
お
き
ま
し
て
、

県
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
農

道
や
水
路
な
ど
の
基
盤
整
備
と

合
わ
せ
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
事
業
実
施
主
体
で

あ
る
山
梨
県
と
連
携
を
図
る
中

で
、
早
期
の
完
成
を
目
指
す
と
と

も
に
侵
入
防
止
柵
の
設
置
完
了

後
に
お
き
ま
し
て
、
そ
の
効
果
や

課
題
を
検
証
す
る
中
で
、
各
地

域
に
合
っ
た
有
効
な
被
害
防
止
対

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

甲
府
市
へ
の
意
見
書
に
対
す
る
回
答

令
和
２
年
度

侵入防止柵
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特
に
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
事
業
者
を
対
象
と
し
て
、

条
件
に
よ
り
最
大
１
０
０
万
円

が
給
付
さ
れ
ま
す
。

�

持
続
化
給
付
金
事
業

　

�

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

℡�

０
１
２
０
（
１
１
５
）
５
７
０

　

高
収
益
作
物
の
次
期
作
に
取

り
組
む
農
業
生
産
者
を
支
援
す

る
交
付
金
で
す
。

�

関
東
農
政
局�

園
芸
特
産
課

℡�

０
４
８
（
７
４
０
）
０
４
３
４

　

資
金
が
円
滑
に
融
通
さ
れ
る

よ
う
、
利
子
助
成
金
等
の
支
援

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

�

農
林
水
産
省�

金
融
調
整
課

℡�

０
３
（
３
５
０
１
）
３
７
２
６

　

農
林
漁
業
者
の
感
染
拡
大
防

止
対
策
や
販
路
回
復
等
、
経
営

の
継
続
を
図
る
た
め
の
補
助
金

で
す
。
９
月
中
旬
か
ら
２
次
募

集
の
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

�

全
国
農
業
会
議
所
経
営
継
続

補
助
金
事
務
局

℡�

０
３
（
３
５
０
１
）
３
７
２
６

　

地
代
・
家
賃

（
賃
料
等
）
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
給
付

金
で
す
。

�

家
賃
支
援
給
付
金

　

�

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡�

０
１
２
０
（
６
５
３)

９
３
０

　

国
の
持
続
化
給
付
金
の
対

象
外
と
な
っ
た
中
小
企
業
・
小

規
模
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
、

10
万
円
の
支
援
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

��

甲
府
市　

商
工
課　

　
　

℡�

（
２
３
７
）
５
６
９
５

　

農
業
最
先
端
技
術
普
及
事

業
の
一
環
と
し
て
、
パ
ワ
ー
ア
シ

ス
ト
ス
ー
ツ
２
台
と
電
動
せ
ん
定

ハ
サ
ミ
５
台
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
機
器
は
農
作
業
の
効

率
化
・
省
力
化
を
目
的
と
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
証
・
普
及
の

た
め
無
料
で
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
の
爆

音
機
で
す
が
、
騒
音
に
よ
る
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

騒
音
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の

た
め
夜
間
や
早
朝
は
使
用
し
な

い
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

�

甲
府
市
就
農
支
援
課�

　
　

℡�

（
２
４
１
）
５
６
１
６

　

９
月
に
、
市
内
の
全
農
地
を

対
象
に
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

各
地
域
の
担
当
調
査
員
に
よ

る
、
農
地
へ
の
立
ち
入
り
や
聞

き
取
り
な
ど
の
際
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
農
地
法
に
規
定
さ

れ
て
お
り
、
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
農
地
の
賃

借
料
や
証
明
書
の
発
行
に
役
立

て
る
た
め
、
毎
年
秋
に
郵
送
に

よ
る
農
地
台
帳
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

農
地
台
帳
調
査
票
が
送
付
さ

れ
た
方
は
、
現
況
を
ご
記
入
の

う
え
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

指
定
の
期
日
ま
で
に
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
は
、
雑
草
や
雑
木

が
繁
茂
し
て
い
る
農
地
が
あ
り
、

周
囲
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

　

除
草
な
ど
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

�

甲
府
市
農
業
委
員
会

　
　

℡�

（
２
３
７
）
５
８
９
２

　

２
０
２
０
年
の
前
半
、
突
然

降
っ
て
湧
い
た
コ
ロ
ナ
禍
で
日
本

は
も
と
よ
り
、
世
界
の
景
色
が

一
変
し
て
し
ま
い
、
人
や
物
の

動
き
が
完
全
に
止
ま
り
ま
し
た
。

食
料
自
給
率
が
極
端
に
低
い
事

を
考
え
れ
ば
当
然
不
安
が
よ
ぎ

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
食

料
生
産
の
再
考
を
期
待
し
ま
す
。

も
し
か
し
た
ら
、
農
業
の
時
代

が
到
来
す
る
か
も

編
集
委
員　

渡
邉
初
男

��

平
成
30
年
10
月
に
策
定
し

た

「
甲
府
市
農
業
振
興
計

画
」
で
は

「『
稼
ぐ
農
業
』

の
育
成
と
拡
大
」
を
基
本

方
針
の
ひ
と
つ
の
掲
げ
て
い

て
、
本
市
農
業
を
牽
引
す
る

稼
ぐ
農
業
者
を

「プ
ロ
フ
ァ
ー

マ
ー
」
と
し
て
認
定
し
、支
援
・

施
策
を
集
中
さ
せ
、
育
成
と

拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

松本公太郎さん・ 島建さん
がプロファーマーとして認定
されました

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
る
助
成
制
度
』

持
続
化
給
付
金

甲
府
市
事
業
継
続
支
援
金

高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
交
付
金

経
営
継
続
補
助
金

パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
・

電
動
せ
ん
定
ハ
サ
ミ
を

無
料
で
貸
し
出
し
て
い

ま
す

農
地
の
利
用
状
況
調
査

爆
音
機
の
使
用
に
つ
い
て

編

集

後

記

農
地
台
帳
調
査

農
地
の
管
理
を
適
正
に

家
賃
支
援
給
付
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
の

金
融
支
援


